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　本稿は、ワード ・スタフォード牧師の「アメリカ聖書協会」への貢献について述べてい

る。彼は、多くの「船員聖書協会」、「女性聖書協会」、「青年聖書協会」を設立した。
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Abstract

This paper explains the Rev. Ward Stafford＇s contribution to the American Bible Society. He 
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序　論

　「アメリカ聖書協会」（the American Bible Society）設立の目的は、註の無い聖書を広く

普及させることである。「アメリカ聖書協会」は、安く大量に聖書を印刷し、それらを大

量に配布するために設立された。聖書を安く大量に印刷するためには、最新の印刷技術で

ある聖書のステロ版を入手することが必要である。最新の印刷技術であるステロ版をイギ

リスから輸入するには、大きな資金がいる。ステロ版購入資金を調達するには、「アメリ

カ聖書協会」の支部をアメリカ各地に設立し、会員数を増やすことが必要になってくる。

聖書協会の支部数と会員数を増やすことは、資金を増やすのに重要であるだけでない。支

部数と会員数の拡大は、印刷された聖書を配布するための流通経路を確保し、配布に協力

する人々を募ることにもなる。「アメリカ聖書協会」の目的の実現のため、支部や会員を

拡大することが非常に重要なのである。「アメリカ聖書協会」の支部拡大に貢献した最初
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の一人は、ワード ・スタフォード牧師（the Rev. Ward Stafford）である。本稿では、スタフォー

ド牧師が「アメリカ聖書協会」に貢献するようになった経緯やどのような貢献をしたのか

を「女性伝道協会」での活動、「船員聖書協会」の設立活動、「アメリカ聖書協会」のエー

ジェントとしての働きを中心に述べてみることにする。

1.   「女性伝道協会」での活動

1.  1   『新しい伝道分野』出版

　「女性伝道協会」（1）で働き始める以前のワード ・スタフォード牧師の経歴に関しては、

残念ながらあまり情報が無い。彼は、1788 年に生まれ、ティモシー・ドワイト（Timothy 

Dwight）の学長時代にエール大学を卒業、その後、長老派の牧師になったことくらいしか

知られていない。（2）スタフォード牧師のことが知られるようになるのは、1816 年にニュー

ヨーク市の「女性伝道協会」で働き始めてからである。

　「女性伝道協会」は、1796 年にオランダ改革派とバプテスト教会がロングアイランドの

インディアンにキリスト教を広めるために共同で設立した「ニューヨーク伝道協会」（the 

New York Missionary Society）の女性支部として設立されている。この女性支部は、「ニュー

ヨーク伝道協会」の活動を資金面で援助することを重要な活動としていた。女性支部は、

母体の「ニューヨーク伝道協会」を支える裏方の活動に徹していたのである。しかし女性

たちは、資金集めという裏方の活動に満足できず、自分たち独自の積極的な活動をしよう

とした。そのため、彼等は毋協会の「ニューヨーク伝道協会」から分離して 1816 年に「女

性伝道協会」として独立した。（3）彼等はニューヨーク市とその近郊にいる貧しい人々に

伝道するためにワード ・スタフォード牧師を協会の伝道者として招いたのである。

　スタフォード牧師は、1817 年に『新しい伝道分野』と題して「女性伝道協会」への報

告書を作成し出版している。（4）彼は、その報告書の中で就任以来約 9ヶ月の伝道活動を

振り返りながら重要ないくつかの提言をしている。スタフォード牧師の『新しい伝道分

野』は、出版されると大きな反響をもたらした。ニューヨーク州知事ディウィト・クリン

トン（DeWitt Clinton）は、貧困問題の悪影響とそれに対する防止策や是正策を提言した

スタフォード牧師を讃えている。（5）この報告書の出版が、スタフォード牧師の「アメリ

カ聖書協会」の支部拡充に直ちにつながる訳でない。けれども、報告書の中で述べられて

いる事柄が、彼の聖書協会への貢献へと結びついていくのである。彼の提言は、大別して

二つある。一つは、貧困層の倫理的向上を目指した提言である。もう一つは、船乗りへの

宗教教育を与える機会を増やすことである。

1.  2   貧困層の倫理的向上のための提言

　スタフォード牧師は、貧困層の倫理的向上のために座席料無料の礼拝所を建てることを

提案している。彼は、伝道活動をしながらニューヨーク市の各地区を回り、貧しい人々に

関する情報を得た。彼は、当時のニューヨーク市の人口を 120,000 人くらいと推定してい
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る。（6）ニューヨークの人口と教会の数や分布を見ると偏りがみられるのである。1600 年

代から人々が住み始めた町の下部の方に教会は集中しているのだが、人々は町の上部の方

に多く住んでいる。町の上部の方は、人口が多いけれど教会が少ない。（6）教会の分布が

偏っているだけでなく、教会に出席しようとしても、そう簡単にいかない事情がある。そ

れは、家族や個人が教会の座席を所有するか借りることになっていたので、無料の座席は

少ない、また、安く借りられる座席も少ないからである。（7）教会の座席販売は、教会の

建築費用、牧師の報酬、教会の運営費を捻出するため行われていた。（7）教会の座席販売

制は、結果的に貧しい人を教会から閉め出すことになったのである。このような事情を考

えてスタフォード牧師は、出席したい人には常に開かれた座席料無料の礼拝所を建てるこ

とを提案した。

　スタフォード牧師が次に提言していることは、子どもたちに宗教教育を与える「日曜学

校」をたくさん作ることである。彼は安息日に一回「日曜学校」の生徒たち 400 人から

600 人を対象に説教している。（4）この子供たちは、ヘンリー通り（8）の「第 2無料学校」

（the Free School, No. 2）に来ている子供たちである。（4）今日の公立学校制度につながる「無

料学校」は、ニューヨーク市で 1805 年にトーマス・エディ（Thomas Eddy）やジョン・マレー

（John Murray）たちを中心に設立されている。「第 1無料学校」は、1807 年に開校、「第 2

無料学校」は、1811 年に出来ている。（9）ヘンリー通りの「無料学校」に来ている子ども

たちは、「日曜学校」にも出席していたのである。ニューヨークの「日曜学校」運動は、ディ

ビー・ビシューン夫妻（Divie Bethune）によって 1803 年頃から始められている。（10）彼等

は、自分の家に子供たちを集め、読み書きや教理問答を教えた。この初期の段階から発展

して、1816 年にディビーの妻ジョアナ（Joanna）は「ニューヨーク女性日曜学校連合」（the 

New York Female Sunday-School Union）設立に協力、同じ年にディビーは、エリエイザー・

ロード（Eleazar Lord）やジョン M. メーソン牧師（John M. Mason）たちと「ニューヨーク

日曜学校連合」（the New York Sunday-School Union）を設立している。スタフォード牧師は、

「無料学校」や「日曜学校」と連携できてはじめて子どもたちの基礎学力を向上させ、聖

書や伝道冊子の配布によって宗教教育を深められると考えたのである。　

1.  3   船乗りへの教育機会を増やすための提言

　スタフォード牧師は、港町であるニューヨーク市で伝道活動をしていて船員に対する教

育機会が少ないことを知った。（4）彼は、多くの船乗りと会っただけでなく、マンハッタ

ンの造船所の借りた部屋で彼等に説教したこともある。（4）彼のこの経験から、船乗りた

ちが基礎教育も宗教教育も十分に受けていないことを知るようになった。そこで、彼はす

べての港町に「船員学校」（Marine School）を作るべきであると言う。その学校では「読

み、書き、算数、地理、航海術、その他の知識」（33）が教えられるようにする。出来れば、

学校に図書室もあれば良い。確かに、一つの港で過ごす時間は短いとしても、船乗りが立

ち寄るすべての港町で過ごす時間数を計算すると、約 3ヶ月になる。しかも、港にいる間、

船乗りたちの仕事はないのである。学校が作られ、船員を引きつける努力がされれば、船
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乗りたちは利用するし、陸で学んだことを船上でも続けると期待できるとスタフォード牧

師は主張するのである。（33）

　次に、彼は船員たちが会員になれる聖書協会の設立を呼びかけている。船の乗組員全員

で一冊の聖書を読むよりも、一人一人が自分で購入するか会員になって聖書を持つほうが

はるかに聖書に関心を示すだろう。スタフォード牧師は、「出港してしまえば、聖書だけ

が宗教教育の唯一の手段なので、永遠の安らぎの港に導くこの羅針盤を持たせず去らせて

はならない。」（34）と述べている。彼は、船乗りを会員にして彼等に聖書を配るための聖

書協会の設立を訴えている。

　三番目に、スタフォード牧師は船乗りのための教会を作るべきであると提案している。

船乗りたちは、自分たちを異質な存在と考えているし、回りからもそのように受け取られ

ている。彼等は仲間以外とはつきあわないうえに、港にいる間でもほとんど知り合いもい

ない。さらに、彼等の服装が一般人と違って目立つのである。このような船乗りが教会に

くれば、すぐに船乗りと分かり回りからじろじろ見られて、居づらいのである。その結果、

彼等は飲み屋に入り浸りになり、時間とお金を浪費してしまう。船乗りの置かれている状

況を考えると、彼等が行きやすい船乗りのための教会を設立する必要がある。（34 − 36）

スタフォード牧師は、宗教教育を受けて船乗りが敬虔になれば、彼等は海外伝道に大いに

活躍できる可能性を持っていると期待するのである。（46 − 47）実際、彼は『新しい伝道

分野』の最初のところで、この本の売上から利益が出れば船乗りのための礼拝所を建てた

いと述べている。

2.   「船員聖書協会」の設立活動

 2.  1   「ニューヨーク船員聖書協会」

　スタフォード牧師は、『新しい伝道分野』で重要な提言をしているだけでなく、「船員聖

書協会」（a Marine Bible Society）の設立のために熱心に働いていくのである。1817 年 2

月 12 日にクリストファー・プリンス船長（Captain Christopher Prince）の自宅で商人や船

長たちが「船員聖書協会」設立の予備会合を開いている。3月 14 日に「ニューヨーク船

員聖書協会」（the Marine Bible Society of New-York）が正式に設立され、協会の会長にパー

ル通りの商人ジョナサン・リトル（Jonathan Little）、副会長にクリストファー・プリンス、

そして協会の連絡係にスタフォード牧師が選ばれている。協会が出来るとすぐに、合衆国

海軍のホーネット号の乗組員 50 人が会員になったばかりか、ニューヨーク州出身の合衆

国副大統領ダニエル・トンプキンズ（Daniel Tompkins）とニューヨーク州知事ディウィト・

クリントンは終身会員になっている。（11）しかも「ニューヨーク船員聖書協会」は、設立

されるとすぐに「アメリカ聖書協会」の支部になっている。（12）

　「ニューヨーク船員聖書協会」が「アメリカ聖書協会」の支部になった理由は、聖書を

安く購入できるからである。1817 年 5 月に出された「第一回年次報告書」（First Report）

で「アメリカ聖書協会」は、聖書の販売価格について述べている。紙代、印刷代、製本代
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に利益、保険料、版の消耗代を考えて、5％上乗せして聖書の販売価格とすると述べている。

ただし、「アメリカ聖書協会」の支部あるいは会員は、5％分を値引きして原価で聖書を購

入できると決めている。（13）「アメリカ聖書協会」は、支部や会員とそうでないもので価格

の差別化をしている。「ニューヨーク船員聖書協会」が支部になることで、聖書を安く購

入できるだけでなく、より多く配布できることになる。「アメリカ聖書協会」にとっても、

新しい支部が加入することで、会員が増えるだけでなく、新しく流通経路が出来ることに

なる。「ニューヨーク船員聖書協会」の設立は、船乗りたちの倫理的向上につながるだけ

でなく、「アメリカ聖書協会」にとっても利点があると言える。

2.  2   「船員教会」での活動

　スタフォード牧師は、「船員教会」（the Mariners＇ Church）設立にも係っている。『新し

い伝道分野』の中で船乗りのための教会の必要性を述べた彼は、そのために奔走している。

教会にふさわしい場所がイースト河の波止場に近いルーズベルト通りに見つかり、1820

年 6 月 4 日の日曜日に献堂式が行われている。（14）ジョン・ピンタード（John Pintard）は、

娘に宛てた 1820 年 6 月 6 日の手紙の中で献堂式の夕方の礼拝の様子について書いている。

「日焼けした船乗りで会堂がいっぱいになり、彼等の服装も振る舞いも礼儀にかなってい

て、みな真剣に注意深く聞いていたのは嬉しかった。近くに座っていた老水夫が聖書を見

せて下さいと話しかけてきた。. . . 礼拝が終わると、船員聖書協会の役員が聖書を持って

いない船乗りは明日訪ねてくれば聖書をあげますと言った。この協会は良い働きをしてい

る。」（15）「船員教会」の礼拝に出席した船乗りで聖書を持っていない人には、「ニューヨー

ク船員聖書協会」から聖書が配られている。「ニューヨーク船員聖書協会」と「船員教会」

に深く係っているスタフォード牧師は、教会で船員を対象に説教するだけでなく聖書協会

の役員として聖書も配布しているのである。

2.  3   ニューイングランド周遊

　「ニューヨーク船員聖書協会」と「船員教会」設立を果たしたスタフォード牧師は、ニュー

イングランド各州の主要な港町に「船員聖書協会」設立を推進する旅に出かけている。

1820 年 8 月にニューヨークを出発、9週間以上を要し、陸路や海路で 1,600 マイルの旅で

ある。しかもこの旅は、公的な機関の代理人としてではなく、私的な旅なのである。彼の

旅の成果は、短期間で 20 以上の船員聖書協会の設立に係っていることに示されている。

そのうち 14 の船員聖書協会は、「アメリカ聖書協会」の支部になっている。「ボストン近

郊船員聖書協会」（Boston and Vicinity Marine Bible Society）は、1820 年 9 月にウイリアム・

ジェンクス牧師（the Rev. William Jenks）を連絡係として「アメリカ聖書協会」に加入し

ている。ロード・アイランド州の「プロビデンス船員聖書協会」（Providence Marine Bible 

Society）は、ジェレマイア・リピット（Jeremiah Lippit）を連絡係に、コネチカット州の「ハー

トフォード船員聖書協会」は、ウィリアム・W・エルスワース（William W. Elseworth）を

連絡係に、11 月に加入している。「アメリカ聖書協会」の運営委員たちは、1821 年の総会
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で承認された「第 5回年次報告書」で 14 の新規加入協会を掲載しているだけでなく、ス

タフォード牧師の活動を讃えている。（16）その上、運営委員たちは、スタフォード牧師の

手紙と彼が旅行中につけた日記の抜粋を年次報告書のアペンディクスに載せ、多くの読者

に彼の活動の様子が具体的に伝わるように計らっている。

　スタフォード牧師の日記の抜粋を読むと、彼は一つの港町に 2～ 3日滞在するだけで次

から次へと移動している。そのことは、日記の日付と場所から分かる。たとえば、8月 12

日ナンタケット、8月 14 日ニューベッドフォード、8月 16 日ニューポート、8月 21 日プ

ロビデンスという具合に移動している。このように短期間の滞在と移動を繰り返しながら、

9月には一週間で 4つの船員聖書協会の設立に彼は立ち会っている。（17）（114 − 116）

　スタフォード牧師が短期間で多くの船員聖書協会を設立できたのには、いくつかの理由

がある。彼は「ニューヨーク船員聖書協会」と「船員教会」で知り合った船乗りや船長た

ちの人脈を活用した。バース（Bath）の町では、昔からの船乗りの友人が設立総会に出席

している。（118）次に、彼は牧師たちの協力を取り付けている。プロビデンスでは、彼は

バプテスト派のガノー牧師（the Rev. Gano）と相談している。ガノー牧師は、日曜日の夕方、

彼の教会でスタフォード牧師が船員聖書協会設立の重要性を訴える説教をすること、他の

教会員にもお知らせをすること、設立のための会合を月曜日の夕方に教会で持つことを提

案してくれた。スタフォード牧師は、牧師の協力を得ることで教会員たちに訴えることが

出来たのである。（116）最後に、彼は地元の新聞を利用している。ニューポートでは、夕

方に開かれる予定の設立集会の場所と時間を地元の朝刊に掲載してもらっている。こうし

て彼は、多くの一般市民に船員聖書協会の設立集会が開かれることを知らせている。夕方

の設立集会も効率よく進められている。議長と書記の選出、目的の説明、討議ののち設立

の決議、会則の採択までは時間がかからなかった。会則も「ニューヨーク船員聖書協会」

のものをひな形にしているので一から作る必要が無かった。会則が採択されると、出席し

ていた人たちが会費を払って最初の会員になるのである。協会組織の運営体制、たとえば、

会長、副会長、連絡係の選任は、その場で決まればそれにこしたことは無いけれど、後で

時間をかけて選んでもよいことである。会員の拡充に関しても協会組織の運営体制が出来

た後でも構わないのである。スタフォード牧師は、船員聖書協会設立の告知から設立まで

を人々の善意に支えられながら、短時間で効率的にすすめている。

3.   「アメリカ聖書協会」のエージェントとしての働き

3.  1   「アメリカ聖書協会」のエージェント

　「アメリカ聖書協会」がエージェントを派遣するようになったのには、それなりの事情

がある。1816 年に「アメリカ聖書協会」が設立されて以来、加入する支部の数は増えて

きている。しかし、全国的に聖書を配布するという目的に照らすと、支部の数は十分とは

言えなかった。さらに、設立されたけれども活動が低調な支部もあったし、原価で聖書

を購入し近隣に配り終えると活動を停止するところもあった。そのため「アメリカ聖書
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協会」の運営委員会は、1818 年に 5 人からなる「支部協会委員会」（the Auxiliary Society 

Committee）を設けた。彼等の仕事は、支部の設立や支部の活動を活性化する方策を提言

することである。（18）実際、彼等は、各地の聖書協会や個人に回覧状をまわし協力を呼び

かけている。回覧状を送付したのは、エージェントの人選と旅費、宿泊費、報酬を節約す

るためであった。だが、1819 年にアメリカを不況が襲ったこともあって、回覧状を送付

してもあまり効果がなかった。（19）このような経緯から、運営委員会はエージェントを派

遣することにした。

　「アメリカ聖書協会」の運営委員会がスタフォード牧師をエージェントに選任したのは、

彼のこれまでの実績を考えてのことである。「アメリカ聖書協会」の会則第 9条で 36 人

の運営委員のうち 24 名は、ニューヨーク市かその近郊に住むものと定められている。（20）

ニューヨーク市に住む多くの運営委員は、スタフォード牧師が「女性伝道協会」で働き『新

しい伝道分野』を出版、「ニューヨーク船員聖書協会」と「船員教会」設立に関わり、その上、

ニューイングランド各地に「船員聖書協会」を設立したことを知っているのである。ニュー

ヨーク州知事ディウィト・クリントンは、スタフォード牧師の『新しい伝道分野』を高く

評価していた。ニューヨーク出身の合衆国副大統領ダニエル・トンプキンズと知事のクリ

ントンは、「ニューヨーク船員聖書協会」の終身会員になっていたこともすでに述べた。

トンプキンズ、クリントン、「無料学校」の設立に尽力したエディ、「無料学校」協会会計

のレオナード・ブリーカー（Leonard Bleecker）、「日曜学校」運動に力をそそいだビシュー

ン、「船員教会」の献堂式に出たピンタードは、1816 年の「アメリカ聖書協会」の設立以来、

副会長、運営委員、記録係として「アメリカ聖書協会」の運営に深く係っている。しかも、

スタフォード牧師自身が、ニューイングランド各地で「船員聖書協会」を設立した報告書

の最後でアメリカ各地にエージェントを派遣すれば大いに歓迎されるだろうと建設的な提

案をしていた。（21）このようなことから、運営委員会が、スタフォード牧師を「アメリカ

聖書協会」のエージェントに選任しても何も不思議なことは無いのである。

　「アメリカ聖書協会」のエージェントとしてスタフォード牧師は、デラウエア州、メリー

ランド州、バージニア州を回ることになった。実際、ピンタードは、娘に宛てた手紙で

スタフォード牧師の任務と担当地域を書いている。（22）1821 年 6 月にニューヨークを出発

して、スタフォード牧師はニュージャージ州のバーリントンに行き「アメリカ聖書協会」

会長のエライアス・ブードノ（Elias Boudinot）に会い、紹介状に彼のサインをもらう。ブー

ドノの署名入りの紹介状があれば、スタフォード牧師は、どこでも「アメリカ聖書協会」

のエージェントとして認知してもらえる。（23）彼は、デラウエア州、メリーランド州、バー

ジニア州で女性の聖書協会や青年の聖書協会を設立だけでなく、低調あるいは休眠状態の

支部を活性化しているのである。

3.  2   「女性聖書協会」（a Female Bible Society）

　スタフォード牧師は、訪問した場所で女性たちに働きかけ、女性たちだけで聖書協

会を設立するように促している。たとえば、デラウエア州ドーバーでは、多くの女性
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たちと月曜日に聖書協会設立について相談し、次の日の午後ゴールズバラ夫人（Mrs. 

Goldsborough）宅で設立集会を持ち、「ドーバー及び近郊女性聖書協会」（the Auxiliary 

Female Society of Dover and its vicinity）を設立している。（187）彼は、また、各地で公開

の聖書協会設立集会を最大限に活用している。公開の集会には、聖書協会設立に関心のあ

る男性だけでなく女性たちもやってくる。午前中に公開の集会を開き、聖書協会設立の意

義と必要性を訴える。この結果、男性たちが運営する聖書協会が設立されるようになる。

スタフォード牧師は、公開の集会に出席していた女性たちに話しかけ、午後にふたたび

集まってもらい、女性たちだけで聖書協会を設立するように働きかけている。こうして、

彼はメリーランド州スノーヒルとイーストンで「女性聖書協会」（a Female Bible Society）

を設立している。（190,194）こうして、スタフォード牧師は、デラウエア州、メリーラン

ド州、バージニア州で多くの女性聖書協会を設立している。

3.  3   「青年聖書協会」（a Young Men’s Bible Society）

　スタフォード牧師は、女性たちに働きかけただけでなく、青年たちにも聖書協会を設立

するように働きかけている。1821 年 7 月 9 日に「ニューキャスル郡青年聖書協会」（the 

Young Men＇s Auxiliary Bible Society for the County of New-Castle）が、スタフォード牧師の

働きかけで設立された。（186⊖187）スタフォード牧師がこの協会の設立に動いたのは、「デ

ラウエア聖書協会」（the Delaware Bible Society）の役員を訪問して活動状況を聞いたから

である。「デラウエア聖書協会」は、州の名前がついているけれど、活動はウィルミント

ン（Wilmington）近郊に限られているし、若者がほとんど参加していない。そこで彼は、

青年聖書協会と州の各郡に郡聖書協会を設立することを考え、最初に「ニューキャスル郡

青年聖書協会」設立にこぎつけたのである。この協会設立を始めとして、スタフォード牧

師はいくつかの重要な都市で青年聖書協会を設立している。その一つは、首都ワシントン

での青年聖書協会の設立である。この都市には、当時約 2万人の人口に加え、政府の役人

として雇われている全国各地出身の若者がたくさん働いていた。多くは、上流階級の出身

で才能もある。彼等のエネルギーをうまく使えれば、彼等を誘惑から守れるだけでなく、

出身地の親戚や友人たちにも健全な影響を与えられるとスタフォード牧師は考え、設立を

働きかけたのである。（211）もう一つは、フィラデルフィアの青年聖書協会設立である。フィ

ラデルフィアは、1809 年にアメリカで最初の聖書協会が設立されたところである。しか

し 1816 年に全国組織である「アメリカ聖書協会」が設立されたとき、「フィラデルフィア

聖書協会」は「アメリカ聖書協会」に加盟しないで独自の活動をしていた。スタフォード

牧師は、アメリカ最大の都市で最古の「フィラデルフィア聖書協会」が全国組織と結合し

ないで活動していることを残念に思っていた。そのため彼は、「アメリカ聖書協会」の支

部として活動する青年聖書協会を作ろうと考えた。彼の働きの結果、「フィラデルフィア

青年聖書協会」（the Young Men＇s Auxiliary Bible Society of Philadelphia）が設立されたので

ある。（213⊖214）こうしてスタフォード牧師は、いくつかの重要な都市で青年聖書協会

を設立している。
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3.  4   地方聖書協会の活性化

　スタフォード牧師は、聖書協会が作られたけれども今は活動が低迷していたり停止して

いる協会を活性化したり、消滅した協会を立て直す努力をしている。スノーヒル（Snow 

Hill）の聖書協会は、消滅して 2年ほどたつ。（189⊖190）「コロンビア特別区聖書協会 」（the 

District of Columbia Bible Society）は、活動を停止している。（197）このような状況に至っ

た原因は、その地の聖書協会があまりにも広い地域を守備範囲にしていること、そして協

会の役員たちが各地に分散して住んでいるためである。その結果、役員たちが協会を運営

してゆくための会合を頻繁に開けないし、開いたとしても運営に必要な出席数を確保する

ことも出来ない。聖書協会の低迷している原因を理解したスタフォード牧師は、広い守

備範囲をいくつかに分割し活動しやすいように再編している。彼は、州の各郡で聖書協会

の設立を働きかけているし、女性聖書協会や青年聖書協会の設立を促している。スノーヒ

ルの場合、スタフォード牧師は消滅した聖書協会に代わって新しい聖書協会を午前中に設

立し、午後には女性聖書協会を設立している。（189⊖190）さらに、スタフォード牧師は、

活動を停止している「コロンビア特別区聖書協会 」の役員を訪問して協会の解散とジョー

ジタウン、アレキサンドリア、ワシントンに聖書協会を設立することを提案し承認されて

いる。 （197）彼は、活性化を必要としている協会の役員と何度も会い協議している。こ

うして彼は、低迷している支部を活性化し、消滅した支部に代わって新しい支部を設立し

ているのである。

結　論

　スタフォード牧師は、1816 年にニューヨーク市の「女性伝道協会」で伝道者として働

き始めたことを契機に「アメリカ聖書協会」の支部拡充に貢献することになった。彼は、

ニューヨーク市で多くの船乗りと会い彼等が宗教教育を受ける機会が与えられていないこ

とを知った。そのため彼は、船乗りのための「船員聖書協会」設立を推進した。彼は、ニュー

ヨーク市だけでなくニューイングランド各地に「船員聖書協会」を設立した。しかもこれ

らの多くは、「アメリカ聖書協会」に加入することになった。彼のこの貢献の結果、スタ

フォード牧師は「アメリカ聖書協会」のエージェントとして採用されることになった。

　「アメリカ聖書協会」のエージェントとして彼は、デラウエア州、メリーランド州、バー

ジニア州を回り支部の拡大活性化に努力した。彼は、各地に女性聖書協会、青年聖書協会、

郡聖書協会を多く設立した。「アメリカ聖書協会」は、スタフォード牧師の貢献を多くの

人に知ってもらうために「年次報告書」に掲載し、彼の努力を讃えている。「年次報告書」

に掲載されたスタフォード牧師の手紙や報告の抜粋は、後に「アメリカ聖書協会」のエー

ジェントとして採用される人たちの指針にもなったのである。スタフォード牧師の支部拡

大の貢献は、「アメリカ聖書協会」への資金の流れと聖書の配布経路を確実なものにする

ことにつながった。このようなスタフォード牧師の貢献は、「女性伝道協会」で伝道者と

して働き始めたことから始まっているのである。
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